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ち
い
き
の

わ
だ
い

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

　

非
行
防
止
や
健
全
育
成
、
子
ど
も
の
安
全

に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
仙
北
地

区
少
年
保
護
育
成
委
員
会（
荒
木
和
子
会
長
）

が
市
内
各
学
校
に
募
集
し
て
い
た
「
非
行
防

止
・
健
全
育
成
標
語
」
の
入
賞
作
品
が
決
定

し
、
こ
の
た
び
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

入
賞
者
・
作
品
（
敬
称
略
）

小
学
校
低
学
年
の
部

優
秀
賞　

田
口 

楓
真
（
生
保
内
小
１
年
）

　
『
お
か
あ
さ
ん　

ケ
イ
タ
イ
み
な
い
で　

　

ぼ
く
を
み
て
』

優
良
賞　

堀
川 

暖
人
（
生
保
内
小
２
年
）

　
　
　
　

草
彅 

誉　

  （
白
岩
小
３
年
）

1月14日

仙北市内

非
行
防
止
・
健
全
育
成
標
語

応
募
総
数
５
３
２
点　

入
賞
作
品
決
定

　

仙
北
市
新
春
書
初
め
大
会
が
、
１
月
８
日

に
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
新
年

の
新
た
な
気
持
ち
や
上
達
の
願
い
を
込
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
挑
み
ま
し
た
。

　

９
回
目
の
今
回
は
、
小
・
中
学
生
か
ら
高

校
生
ま
で
45
人
が
参
加
。
張
り
詰
め
た
空
気

の
中
、「
う
ま
ど
し
」
や
「
ふ
じ
の
山
」、「
希

望
の
春
」
な
ど
学
年
の
課
題
を
一
文
字
一
文

字
て
い
ね
い
に
書
い
て
い
き
ま
し
た
。

新
年
の
思
い
筆
に
込
め
る

第
９
回
仙
北
市
新
春
書
き
初
め
大
会

1月8日
角館交流センター

佐
々
木 

祐
奈
（
中
川
小
１
年
）

戸
澤 

明
寿
（
角
館
小
２
年
）

藤
原 

洸
介
（
中
川
小
２
年
）

堀
子 

実
優
（
生
保
内
小
２
年
）

辻
谷 

彩
果
（
白
岩
小
３
年
）

草
彅 

美
紅
（
生
保
内
小
３
年
）

木
村 

虎
太
郎
（
角
館
小
４
年
）

小
林 

真
緒
（
角
館
小
４
年
）

山
口 

隆
真
（
角
館
小
４
年
）

佐
々
木 

美
祐
（
中
川
小
４
年
）

小
松 

菜
乙
（
角
館
小
５
年
）

久
保
田 

ひ
か
る（
生
保
内
小
５
年
）

石
川 

大
雅
（
神
代
小
５
年
）

佐
々
木 

駿
也
（
神
代
小
５
年
）

蓮
沼 

千
怜
（
角
館
小
６
年
）

藤
原 

瑠
南
（
中
川
小
６
年
）

千
葉 

由
希
（
神
代
小
６
年
）

佐
々
木 

茉
祐
（
角
館
中
１
年
）

戸
澤 

彩
（
角
館
中
１
年
）

遠
藤 

芽
（
神
代
中
１
年
）

白
川 

葵
（
西
明
寺
中
２
年
）

伊
藤 

結
菜
（
角
館
南
高
１
年
）

佐
藤 

彩
乃
（
角
館
南
高
２
年
）

布
谷 

未
帆
（
角
館
南
高
２
年
）

藤
本 

佳
帆
（
角
館
南
高
２
年
）

髙
村 

紗
理
奈
（
角
館
南
高
２
年
）

大
会
成
績
：
金
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

中世、近世の白岩の栄華をかがり火の光で再
現。花火打ち上げ、火振りかまくら、綱引き
大会などが行われます。
■日時／２月８日（土）17：00 ～
■会場／ 白岩平城
■問合せ／～白岩村おこし～プロジェクトＳ  下田
　 53-2485

400 年以上の伝統を持つ小正月行事。火の付いた
炭俵を振り回し、田んぼの厄を払い、五穀豊穣・
無病息災など一年の無事を祈願します。
■日時／２月 13 日（木）・14 日（金）17：00 ～
■会場／ 13 日：桜並木駐車場
　　　 　14 日：角館町各丁内で開催
■問合せ／角館町観光協会　 54-2700

火振りかまくら、紙風船上げなどの仙北市の冬
のイベントが行われ、ご当地キャラも大集合！
期間中会場には雪像や模擬店が並びます。 
■日時／２月 22 日（土）・23 日（日）
■会場／ たざわ湖スキー場特設会場
■問合せ／田沢湖観光情報センター「フォレイク」
　 43-2111

松葉集落の無火災を祈願するた
め、深い雪を踏みしめて、桧木内
川で身を清めたふんどしひとつの
若者達が、金比羅神社にお参りし
ます。
■日時／２月 16 日（日）11：00 ～
■会場／ 西木町桧木内字松葉
■問合せ／観光課　 43-3352

仙北市の

冬まつり

白岩城址燈火祭 火振りかまくら 第43回田沢湖高原雪まつり

松葉・相内の裸参り中里のカンデッコあげ
朴の木で作った小型の鍬（カンデッコ）
とくるみの木で作った男根を一対に
し神木に豊作や縁結びの願いを込め
て投げ掛ける中里地区の伝統行事。
■日時／２月 14 日（金）18：30 ～
■会場／ 西木町桧木内字中里

　（中里賽之神堂前）
■問合せ／観光課　 43-3352

生保内地区に古くから伝わる旧小
正月行事。稲わらに火を付けて振
り回し、害虫を追い払うしぐさを
します。 
■日時／２月 14 日（金）18：30 ～
■会場／ 仙北市役所田沢湖庁舎前
■問合せ／仙北市なろか保存会
　実行委員会  大澤  43-1112

なろか
ミニかまくら作りや餅つき、お焚
きあげが行われます。
■日時／２月９日（日）15：00 ～
■参加費／ 500 円（お焚きあげ料）
■会場／ かたくり館前特設広場
■問合せ／仙北市活性化施設
　（かたくり館） 47-3535

どんど焼き

小
学
校
高
学
年
の
部

優
秀
賞　

石
橋 

愛
琳　

 （
神
代
小
６
年
）

　
『
大
丈
夫
？　

あ
な
た
の
声
が　

救
い
の
手
』

優
良
賞　

菅
原 

理
緒　

 （
白
岩
小
５
年
）

　
　
　
　

大
澤 

ゆ
き
乃 （
中
川
小
５
年
）

中
学
校
の
部

優
秀
賞　

遠
藤 

芽　
　

 （
神
代
中
１
年
）

　
『「
戻
れ
な
い
」　

そ
う
な
る
前
に

　

ち
ょ
っ
と
待
て
―
！
！
』

優
良
賞　

高
橋 

優
奈　

 （
生
保
内
中
１
年
）

　
　
　
　

及
川 

晴
賀　

 （
桧
木
内
中
１
年
）

　
　
　
　

髙
橋 

み
な
み （
角
館
中
２
年
）

　
　
　
　

鈴
木 

廉　
　

 （
角
館
中
３
年
）

ていねいに力強く筆を運ぶ参加者

雪
が
降
り
続
く
厳

し
い
寒
さ
の
中
で

行
わ
れ
た
寒
稽
古

　

１
月
12
日
、
武
心
会
角
館
本
部

道
場
に
よ
る
寒
稽
古
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
県
内
各
道

場
の
練
習
生
約
１
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
神
明
社
で
の
安
全
祈

願
後
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
市
内
を
通

り
桧
木
内
川
へ
向
か
い
ま
し
た
。

身
を
刺
す
よ
う
な
冷
た
い
川
に
入

り
な
が
ら
、「
セ
イ
、
セ
イ
」
と

鋭
い
掛
け
声
と
と
も
に
突
き
を
繰

り
出
し
、
心
身
を
鍛
え
上
げ
ま
し

た
。

1月12日

角館地区

武
心
会
角
館
本
部
道
場
寒
稽
古

厳
し
い
寒
さ
で
心
身
鍛
錬

100 年以上の歴史をもつ伝統行事。武者絵や美
人画などが描かれた巨大紙風船が真冬の夜空に
舞い上がります。紙風船への願い事書きや、打
ち上げにも自由に参加することができます。
■日時／ 2 月 10 日（月）開場 15：00
　一斉打ち上げ 18：00 ～、最終打ち上げ
　20：30 ～
■会場／ 西木町紙風船広場
■問合せ／観光課　 43-3352

上桧木内の紙風船上げ

　このたび清水ツメノさんが白寿を迎えら
れ、市からお祝いと花束が贈呈されました。

1月10日

仙北市

白
寿
の
お
祝
い

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

仙北市のできごとをお届け

ちいきのわだい
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２

１

４

３

事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
、

県
道
日
三
市
角
館
線
を
ご
利
用
く
だ
さ

る
よ
う
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
合
せ
／
教
育
委
員
会
文
化
財
課　

　
（
角
館
庁
舎
）　

（
43
）
３
３
８
４

景
観
と
樹
木
保
護
の
た
め

迂
回
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

冬
期
間
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

角
館
武
家
屋
敷
通
り
の
道
路
沿
い
は
、

桜
な
ど
の
景
観
樹
木
が
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
地
区
内
を
通
過
す
る
車
両

が
樹
木
に
触
れ
、
枝
が
折
れ
た
り
す
る

●
加
入
申
込
方
法
／
平
成
26
年
度
の
受

　

け
付
け
を
２
月
１
日（
土
）よ
り
行
っ

　

て
い
ま
す
。
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方

　

は
、
次
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
窓
口
で
加
入
者
の
お
名
前
、

　

生
年
月
日
、
加
入
す
る
共
済
（
交
通

　

災
害
・
不
慮
の
災
害
）
を
伝
え
る
だ

　

け
で
簡
単
に
加
入
で
き
ま
す
。

●
加
入
受
付
窓
口
（
土
・
日
曜
日
、
祝

　

日
を
除
く
）
／
環
境
防
災
課
（
角
館

　

庁
舎
）、
田
沢
湖
・
西
木
地
域
セ
ン

　

タ
ー
、
田
沢
・
神
代
・
桧
木
内
・
上

　

桧
木
内
出
張
所

●
次
の
金
融
機
関
窓
口
で
も
加
入
で
き

　

ま
す
。
別
折
込
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

　

持
参
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。
金
融
機
関
窓
口
の
加
入
申
込
取

　

扱
期
間
は
２
月
１
日
（
土
）
か
ら
７

　

月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す
。
派
出
窓

　

口
を
除
き
県
内
に
所
在
す
る
す
べ
て

　

の
店
舗
で
加
入
で
き
ま
す
。

　

秋
田
銀
行
・
北
都
銀
行
・
羽
後
信
用

　

金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便

　

局
・
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
2
月
1
日
か
ら

　

の
加
入
受
付
期
間
に
な
っ
て
い
ま
す

　

が
、
今
年
は
土
・
日
曜
日
に
当
た
っ

　

て
い
る
た
め
、
仙
北
市
で
は
、
2
月

　

3
日
（
月
）
か
ら
の
受
付
に
な
り
ま

　

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
環
境
防
災
課
（
角
館
庁
舎
）

　

（
43
）
３
３
０
８

平
成
26
年
度

「
交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害

共
済
」
加
入
受
付
に
つ
い
て

【
交
通
災
害
共
済
「
年
額
４
０
０
円
」】

●
交
通
災
害
は
通
院
・
入
院
ど
ち
ら
も

　

１
日
か
ら
共
済
金
の
対
象
に
な
り
ま

　

す
。

●
平
成
26
年
度
の
新
入
学
（
小
学
生
）

　

児
童
の
交
通
災
害
共
済
掛
金
は
無
料

　

で
す
。（
手
続
き
は
不
要
で
す
）

●
共
済
金
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
自
動

　

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
事
故

　

証
明
書
（
事
故
の
際
、
警
察
へ
届
け

　

出
な
い
と
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
）
が
必

　

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
証
明
書
が
無

　

い
場
合
は
、
共
済
金
が
５
割
減
額
と

　

な
り
ま
す
。

【
不
慮
の
災
害
共
済
「
年
額
６
０
０
円
」】

●
不
慮
の
災
害
は
１
日
の
入
院
か
ら
共

　

済
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
。（
通
院

　

は
対
象
外
）

●
病
気
が
原
因
の
場
合
は
対
象
に
な
り

　

ま
せ
ん
。

●
共
済
加
入
期
間
／　

①
４
月
１
日
以
前
に
加
入
手
続
き
を
さ

　

れ
た
方
は
、
４
月
１
日
か
ら
平
成
27

　

年
３
月
31
日
ま
で

②
４
月
１
日
以
降
に
加
入
手
続
き
を
さ

　

れ
た
方
は
、
加
入
手
続
き
を
し
た
日

　

の
翌
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

　

で
農
地
の
生
前
一
括
贈
与
に
係
る

贈
与
税
納
税
猶
予
の
継
続

不
動
産
取
得
税
徴
収
猶
予
の

延
長
届
出
に
つ
い
て

　

農
地
を
生
前
一
括
贈
与
で
譲
り
受

け
、
農
業
経
営
を
継
続
し
贈
与
税
お
よ

び
不
動
産
取
得
税
の
納
税
猶
予
制
度
を

利
用
し
て
い
る
方
は
、
納
税
猶
予
期
間

中
３
年
ご
と
に
税
務
署
へ
「
贈
与
税
の

継
続
届
出
書
」、
県
税
事
務
所
へ
「
不

動
産
取
得
税
徴
収
猶
予
届
出
書
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。（
対
象
者
に
は
直
接

税
務
署
、
県
税
事
務
所
よ
り
手
続
き
の

書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
）

　

届
出
書
類
の
中
に
は
「
引
き
続
き
農

業
経
営
を
行
っ
て
い
る
」
事
を
農
業
委

員
会
総
会
で
承
認
さ
れ
、
交
付
を
受
け

て
提
出
す
る
「
証
明
願
」
の
書
類
が
あ

り
ま
す
。

◆
農
業
委
員
会
３
月
総
会
に
上
程
の
た

　

め
、
下
記
期
限
ま
で
申
請
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
申
請
期
限
／
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

●
申
請
先
／
仙
北
市
農
業
委
員
会

　
（
仙
北
市
役
所　

西
木
庁
舎
２
階
）

●
証
明
書
の
申
請
に
必
要
な
書
類

◎
証
明
願
（
税
務
署
・
県
税
事
務
所
よ

　

り
送
付
さ
れ
た
も
の
）

◎
平
成
25
年
分
の
所
得
税
の
申
告
書

　
（
写
）
農
業
収
入
金
額
の
記
載
さ
れ

　

た
も
の

※
期
限
内
に
手
続
き
で
き
る
よ
う
所
得

　

税
の
確
定
申
告
等
の
準
備
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
西
木
庁
舎
）
（
43
）
２
２
０
９

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
／
２
月
３
日
（
月
）
～
17

　

日
（
月
）
ま
で

●
募
集
住
宅
／

①
菅
沢
住
宅
６
‐
82
（
築
33
年
）

◎
住
所
／
角
館
町
菅
沢
46
‐
１

◎
規
格
／
集
合
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
３
階
建
て
の
２
階

◎
月
額
家
賃
／
１
万
６
３
０
０
円
か

　

ら
（
所
得
額
に
よ
る
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
な
し

②
公
園
南
団
地
３
‐
２
（
築
27
年
）

◎
住
所
／
田
沢
湖
生
保
内
字
武
蔵
野

　

１
０
５
‐
８
９
５

◎
規
格
／
集
合
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
３
階
建
て
の
３
階

◎
月
額
家
賃
／
２
万
１
３
０
０
円
か

　

ら
（
所
得
額
に
よ
る
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
な
し

※
入
居
時
に
月
額
家
賃
の
３
か
月
分

　

の
敷
金
の
納
付
、
連
帯
保
証
人
が

　

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
暖
房
器
具
は
、
湿
気
防
止
の
為
、
屋

　

外
給
排
気
式
（
Ｆ
Ｆ
式
等
）
ま
た
は

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

※
申
込
は
１
世
帯
１
戸
限
り
で
す
。

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の

　

条
件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ
と
。

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

　

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。（
婚

　

姻
の
予
約
者
を
含
む
）

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計
が

　

15
万
８
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ

　

と
。
た
だ
し
、
小
学
校
就
学
前
の
子

　

ど
も
が
い
る
世
帯
は
25
万
９
０
０
０

　

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。（
松
葉
住
宅

　

除
く
）

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　

が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ

　

る
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※
単
身
入
居
の
場
合
は
、
条
件
が
あ
り

　

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。（
昭
和
31
年
4
月
1
日
以
前
に

　

生
ま
れ
た
方
は
申
込
可
能
等
）

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
前
に

　

都
市
整
備
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集

　

期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
当

　

日
必
着
）

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／

　

都
市
整
備
課
（
西
木
庁
舎
）、
田
沢

　

湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納

　

が
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

　

各
１
通
（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
25
年
度

　

市
県
民
税
課
税
証
明
書
各
１
通
（
所

　

得
・
控
除
・
年
税
額
の
記
載
の
あ

　

る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄

　

本
１
通
（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・

　

婚
姻
予
定
者
等
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護

　

受
給
証
明
書
1
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本
1
通

　
（
単
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

　

も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行
し
て

　

い
ま
す
。（
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
）

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、

　

書
類
審
査
の
う
え
公
開
抽
選
（
申
込

　

人
に
よ
る
く
じ
引
き
）
を
行
い
ま
す
。

◎
抽
選
日
時
／
２
月
25
日
（
火
）
14
時

◎
抽
選
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン

　

タ
ー　

１
階　

第
１
会
議
室

●
入
居
時
期
／
平
成
26
年
３
月
３
日

　
（
月
）
か
ら
入
居
可
能
で
す
。

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課　

　

住
宅
公
園
係
（
西
木
庁
舎
）

　

（
43
）
２
２
９
５

武家屋敷通線

日三市角館線
横
町
橋

国
道
46
号

　　　は重要伝統的建造物群保存地区です。

（樹木からの落雪にご注意ください）

市道

　　　のご利用をお願いします。県道
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●西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　
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●神代出張所（サポートセンター）　 43-1352



６

５

除雪等、雪に関するご相談がありましたら、下記の担当にご連絡をください。

●道路除雪・流雪溝に関すること
■【平日】8：30 から 17：15 まで

　 ▼  建設課（角館流雪溝を除く）　　 ４３- ２２９４

　 ▼  角館流雪溝（角館地域センター）　 ４３- ３３０９

■【休日】8：30 から 17：15 まで

　各庁舎日直取次

　 ▼  田沢湖　 ４３- １１１１　　 ▼  角館　 ４３- ３３０９　　 ▼  西木　 ４３- ２２００
■【夜間】17：15 から 8：30 まで

　 ▼  田沢湖　 ４３- １１１１（当直取次）　　 ▼ 角館　 ４３- ３３０９（当直取次）

　 ▼  西木　 ０８０- １６７９- ８２４８（西木地域センター）

●高齢者世帯等除排雪支援に関すること
■【平日】8：30 から 17：15 まで

　 ▼  長寿支援課　 ４３- ２２８１

●雪害、その他災害等に関する緊急時
■【平日】8：30 から 17：15 まで

　 ▼ 環境防災課　交通防災係　 ４３- ３３０８

■【夜間・休日】※災害緊急時に限ります。

　 ▼  環境防災課    災害緊急電話　 ０８０- １６７７- ７０２０　 ０８０- １６７７- ７０２１　

　　　　　　　　　　　　　　　 ０９０- ２７９６- ３９７２

　

‐
１
号
）

◎
学
業
成
績
証
明
書
（
様
式
第
２
‐
２

　

号
）

●
申
請
書
類
請
求
・
提
出
先
／
市
教
育

　

委
員
会
（
角
館
庁
舎
）、
田
沢
湖
・

　

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー
、
神
代
・
田
沢
・

　

桧
木
内
・
上
桧
木
内
出
張
所

※
様
式
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申
請

　

書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
も
印
刷
で

　

き
ま
す
。

●
貸
与
期
間
／
平
成
26
年
４
月
か
ら
卒

　

業
の
月
ま
で

●
申
込
期
間
／
２
月
10
日
（
月
）
か
ら

　

３
月
31
日
（
月
）
ま
で

※
審
査
後
、
奨
学
生
に
決
定
し
た
方
は
、

　

面
接
を
行
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
教
育
委
員
会
教
育
指
導
課

　
（
角
館
庁
舎
）　

（
43
）
３
３
８
２

仙
北
市
育
英
奨
学
資
金

奨
学
生
募
集

　

こ
の
奨
学
資
金
は
、
仙
北
市
の
将
来

を
担
う
学
生
・
生
徒
の
向
学
の
志
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
為
な
人
材
の

育
成
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

●
応
募
資
格
／
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

　

す
る
方

◎
保
護
者
が
現
に
仙
北
市
に
住
所
が
あ

　

る
方

◎
義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
る
方

◎
心
身
共
に
健
康
で
学
業
成
績
優
秀
な

　

方
◎
経
済
的
理
由
で
修
学
困
難
な
方

●
貸
与
限
度
額
（
月
額
）

◎
大
学
（
短
大
、
専
門
学
校
、
大
学
院

　

含
む
）
／
４
万
円
以
内

◎
高
校
／
２
万
円
以
内

●
提
出
書
類

◎
奨
学
資
金
奨
学
生
申
請
書
（
様
式
第

　

１
号
）

◎
合
格
通
知
書
ま
た
は
入
学
、
在
学
を

　

証
明
で
き
る
書
類
（
各
学
校
指
定
様

　

式
）

◎
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
市
民
課
（
角

　

館
庁
舎
）、
田
沢
湖
・
西
木
地
域
セ

　

ン
タ
ー
窓
口
）

◎
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書
（
税
務
課

　
（
田
沢
湖
庁
舎
）、
角
館
・
西
木
地
域

　

セ
ン
タ
ー
窓
口
）

◎
在
学
学
校
長
の
推
薦
書
（
様
式
第
２

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

　

仙
北
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら

れ
る
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品
・
通
学

用
品
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
／

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

②
生
計
を
一
に
す
る
世
帯
員
全
員
を

　

対
象
と
し
た
申
請
年
度
の
前
年
中

　

の
収
入
と
保
護
基
準
額
を
比
較
し

　

た
結
果
が
、
生
活
保
護
に
準
じ
る

　

程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
教
育
委

　

員
会
が
認
定
し
た
方

③
家
庭
事
情
の
変
動
に
よ
り
世
帯
全

　

体
の
所
得
が
著
し
く
減
少
す
る
な

　

ど
、
就
学
援
助
の
必
要
が
あ
る
と

　

教
育
委
員
会
が
認
定
し
た
方

雪に関するお知らせ
　市では、1 月 15 日に「仙北市災害連絡室」を設置し、大雪による雪害警戒にあたっています。
　１月 28 日現在の積雪状況は、角館 55cm、生保内 61cm、西明寺 62cm となっています。今後さらに降雪が
予想されますので、市民の皆様には、次のことについてご注意くださるようお願いします。

④
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
仙
北
市

　

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

●
援
助
の
内
容
／
学
用
品
費
、
通
学

　

用
品
費
、
新
入
学
用
品
費
、
校
外

　

活
動
費
、
体
育
実
技
用
品
費
、
修

　

学
旅
行
費
、
給
食
費
、
医
療
費
（
学

　

校
か
ら
治
療
の
指
示
を
受
け
た
学

　

校
保
健
安
全
法
で
定
め
る
疾
病
の

　

費
用
）
で
す
。

●
申
請
方
法
／
申
請
書
類
は
教
育
委

　

員
会
、
各
小
・
中
学
校
、
各
地
域

　

セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
仙
北
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

家
庭
の
状
況
等
を
伺
う
た
め
面
談

　

を
行
い
ま
す
の
で
教
育
委
員
会
教

　

育
指
導
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
す
で
に
認
定
さ
れ
て

　

い
る
方
に
は
後
日
個
別
に
申
請
書

　

類
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
教
育
委
員
会
教
育
指
導
課

　
（
角
館
庁
舎
）

（
43
）
３
３
８
２

  雪対策の留意事項
〇屋根の雪下ろしや除排雪の際は、ヘルメットや命綱を着用するなど、安全を確認したうえで作業し
　ましょう。
〇流雪溝を利用されている地域は、利用時間等の規則を守りましょう。
〇農業用水路や河川への大量の投雪は控えましょう。
〇屋根からの落雪や樹木からの雪の落下や積雪による建物の倒壊には十分注意しましょう。
〇雪道の車の運転は、スピードを控えめにし、十分な車間距離を取り、急ハンドル、急ブレーキに注
　意しましょう。

雪に関する相談窓口
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居
宅
介
護
福
祉
用
具
の

　
　
　
　

購
入
費
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

自
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
方
が
、
介
護
保
険
で
対
象
と

な
っ
て
い
る
特
定
福
祉
用
具
を
購
入
し
た
場
合
、
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
購
入
費
用
の
９
割
が
介
護
保
険
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

申
請
す
る
に
あ
た
っ
て
、
①
申
請
書
、
②
領
収
書
、
③
購

入
し
た
福
祉
用
具
が
分
か
る
も
の
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
※
写

し
で
も
可
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
の
受
付
は
、
介
護

保
険
事
務
所
の
ほ
か
、
仙
北
市
役
所
の
介
護
保
険
担
当
窓
口

で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
に
よ
り
販
売
事
業
者
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
指
定
を
受
け
て
い
な
い
事
業
者
か
ら
購
入
し
た
場
合

は
支
給
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
事
務
所
、
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
た
は
直
接
販
売
店
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方

　
（
施
設
入
所
者
は
除
く
）

●
特
定
福
祉
用
具
／
①
腰
掛
便
座　

②
自
動
排
泄
処
理
装
置

　

の
交
換
可
能
部
品　

③
入
浴
補
助
用
具　

④
簡
易
浴
槽　

　

⑤
移
動
用
リ
フ
ト
の
つ
り
具
の
部
分

※
限
度
額
は
、
年
度
あ
た
り
10
万
円
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
同
一
年
度
内
に
同
一
種
目
の
特
定
福
祉
用
具
を
二

　

つ
以
上
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ
／
介
護
保
険
事
務
所　

保
険
指
導
班

　

０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
１

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
腸
が
ん
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
耳
寄
り
情
報

　

今
回
は
、
喫
煙
者
の
方
々
に
は
少
々

耳
の
痛
い
、「
た
ば
こ
と
が
ん
予
防
」

が
テ
ー
マ
で
す
。

　

た
ば
こ
と
が
ん
、
と
い
う
と
真
っ

先
に
浮
か
ぶ
の
は
「
肺
が
ん
」
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
そ
の
他
の

が
ん
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
科

学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

★

　

日
本
人
を
対
象
と
し
た
研
究
で
、

喫
煙
に
よ
り
、
が
ん
全
体
の
リ
ス
ク

が
上
が
る
こ
と
は
“
確
実
”
と
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
部
位
別
で
は
、食
道
、

肺
、
胃
、
膵
臓
、
子
宮
頸
部
に
対
し

て
は
“
確
実
”、肝
臓
に
対
し
て
は
“
ほ

ぼ
確
実
”、
大
腸
（
直
腸
）、
乳
房
に

対
し
て
は
“
可
能
性
あ
り
”
と
い
う

評
価
で
す
。

２月の大腸がん検診日程表

日程 受付時間 会場

  5 日（水）

10：00 ～ 13：00

神代就業改善センター

12 日（水） 田沢湖総合開発センター

19 日（水） 西木総合開発センター

23 日（日） 9：30 ～ 12：00 健康管理センター（角館）

※受診の際は、必ず 2 日分の便と保険証をご持参ください。

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
日
本
人
の
た
め
の
が
ん
予
防
法
」
の

一
つ
目
と
し
て
「
た
ば
こ
を
吸
っ
て

い
る
人
は
禁
煙
を
し
ま
し
ょ
う
。
吸

わ
な
い
人
も
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を

で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

★

　

「
が
ん
の
予
防
、
ひ
い
て
は
健
康
増

進
の
為
に
は
ま
ず
禁
煙
」
と
い
う
の

は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
当
た
り
前
の

こ
と
で
す
が
、
そ
の
“
当
た
り
前
”

を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
、
が
ん
死
亡

率
日
本
一
と
い
う
不
名
誉
を
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
脱
す
る
事
が
出
来
な
い

事
を
、
私
達
は
肝
に
銘
じ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

参
考

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
予
防
・
検
診
研
究

セ
ン
タ
ー
予
防
グ
ル
ー
プ

「
日
本
人
の
た
め
の
が
ん
予
防
法
」

http://epi.ncc.go.jp/can_prev/9
3
/1

8
0
.htm

l

●
問
合
せ
／

　

仙
北
市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

（
55
）
１
１
１
２

国民年金
だより

　

平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振
替

分
よ
り
、
割
引
額
の
よ
り
大
き
な

２
年
前
納
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
年
前
納
（
口
座
振
替
）
の
メ
リ
ッ
ト

◎
メ
リ
ッ
ト
１

　

２
年
間
で
1
万
4
千
円
程
度
の

　

割
引
と
な
り
ま
す
。

◎
メ
リ
ッ
ト
２

　

2
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年

　

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

　

な
り
ま
す
。

◎
メ
リ
ッ
ト
３

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
す
る
こ
と

　

に
よ
り
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

※
2
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み
ご

　

利
用
が
可
能
で
す
。

　

お
申
込
み
期
限
は
毎
年
２
月
末

　

ま
で
で
す
。

口
座
振
替
で
の
前
納
の
申
込
は
次

の
と
お
り
期
限
が
あ
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
6
か
月
前
納
／
4
月
～
9
月
分

　

は
2
月
末
ま
で
。
10
月
～
翌
年

　

3
月
分
は
8
月
末
ま
で
。

◎
1
年
前
納
／
4
月
～
翌
年
3
月

　

分
は
2
月
末
ま
で
。

◎
2
年
前
納
／
4
月
～
翌
々
年
3

　

月
分
は
2
月
末
ま
で
。

●
「
口
座
振
替
申
出
書
」
に
必
要

　

な
事
項
を
記
入
・
押
印
（
金
融

　

機
関
へ
の
届
出
印
）
し
、
お
近

　

く
の
年
金
事
務
所
へ
郵
送
し
て

　

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
金
事
務

　

所
や
金
融
機
関
の
窓
口
に
提
出

　

し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

　
（
口
座
振
替
申
出
用
紙
は
市
役
所

　

国
民
年
金
担
当
窓
口
に
も
備
え

　

付
け
て
い
ま
す
）

●
国
民
年
金
保
険
料
額
は
法
律
に

　

基
づ
き
、
物
価
や
賃
金
の
伸
び

　

に
合
わ
せ
て
毎
年
度
調
整
さ
れ

　

て
い
て
、
平
成
26
年
度
の
保
険

　

料
額
は
平
成
26
年
2
月
下
旬
に

　

告
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　　

詳
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
と
し
て

「
２
年
前
納（
口
座
振
替
）」が
始
ま
り
ま
す
！

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

こ
こ
ろ
の
相
談

　

心
の
健
康
づ
く
り
・

　
　

自
殺
予
防
対
策
事
業

　

「
つ
ら
い
こ
と
、
苦
し
い
こ

と
、
不
安
な
こ
と
、
眠
れ
な
い
」

な
ど
家
族
や
個
人
の
心
の
悩
み

を
ゆ
っ
く
り
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
臨
床
心
理
士
が
お
話
を

お
聴
き
し
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
４
日
（
火
）・

　

26
日
（
水
）

　

13
時
30
分
～
17
時

◆
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

　

相
談
室

◆
ス
タ
ッ
フ
／
臨
床
心
理
士

◆
相
談
方
法
／
面
談
、
電
話
相

　

談
（
要
予
約
）

◆
申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
保

　

健
課　

成
人
保
健
係　

　

（
55
）
１
１
１
２

え
が
お
サ
ロ
ン

「
語
っ
て
、笑
っ
て
、ホ
ッ

と
一
息
」

　

え
く
ぼ
の
会
会
員
が
毎
月
1

回
水
曜
日
、
田
沢
湖
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
で
サ
ロ
ン
を
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。
何
か
特
別
な

こ
と
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を

飲
ん
で
語
っ
て
ホ
ッ
と
し
て
の

ん
び
り
と
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
で

す
。
申
込
は
い
り
ま
せ
ん
。
ご

近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
程
・
内
容
／

◎
２
月
５
日
（
水
）

　

「
み
ん
な
で
笹
葉
も
ち
を
つ

　

く
ろ
う
！
」

◎
３
月
５
日
（
水
）

　

「
笑
え
る
秋
田
な
ま
り
の
昔

　

話
」
藤
原
ま
り
氏　

◆
費
用
／
１
０
０
円
／
回

◆
場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ

　

ン
タ
ー

◆
時
間
／
13
時
～
16
時

◆
代
表
／
小
松
龍
子

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課　

　

成
人
保
健
係

　

（
55
）
１
１
１
２

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
え
く
ぼ
の
会
」

　

心
に
溜
ま
っ
た
こ
と
や
、
気

に
な
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
え
く

ぼ
の
会
」
会
員
が
お
話
を
聴
き

ま
す
。

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
19
日
（
水
）

　

10
時
～
14
時

◆
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

　

相
談
室

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課　

　

成
人
保
健
係

　

（
55
）
１
１
１
２

笑
い
の
会

「
笑
い
ヨ
ガ
で
仲
間
と

の
交
流
プ
ラ
ス
・
健
康

度
ア
ッ
プ
！
」

　

笑
い
は
、
手
軽
に
で
き
る
呼

吸
法
で
す
。
お
な
か
や
胸
の
筋

肉
を
動
か
し
て
酸
素
を
体
内
に

取
り
込
む
こ
と
で
、
血
行
促
進

や
免
疫
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
笑
い
ヨ
ガ
は
特
別

な
道
具
や
技
術
も
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　

「
笑
い
の
会
」
の
仲
間
に
加

わ
っ
て
笑
い
の
効
果
を
実
感
し

ま
し
ょ
う
。
友
達
も
誘
っ
て
参

加
し
ま
し
ょ
う
！

◆
日
程
／
２
月
21
日
（
金
）、
３

　

月
28
日
（
金
）　

※
毎
月
１
回
金
曜
日

◆
内
容
／
笑
い
ヨ
ガ
・
仲
間
づ

　

く
り
ゲ
ー
ム
・
軽
体
操
。

　

２
月
、
３
月
の
講
師
は
、
伊

　

藤
晴
美
先
生
（
笑
い
ヨ
ガ
・

　

ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
テ
ィ
チ
ャ
ー
）

◆
場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

（
角
館
）

◆
受
付 

／
９
時
40
分
～
10
時　

◆
終
了
時
間
（
予
定
）
／
11
時

　

30
分

◆
当
日
参
加
も
O
K
で
す
が
、

　

準
備
の
都
合
上
申
込
み
く
だ

　

さ
い

◆
申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
保

　

健
課　

成
人
保
健
係　

　

（
55
）
１
１
１
２
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第２９回 国民文化祭・あきた２０１４

　国民文化祭に向けて
     子どもたちが活躍しています！！

　国民文化祭とは、日本中で様々な文化活動に親しんでいる個人や団体が集まり、
日ごろの成果や実力を発表し交流を深める ｢日本最大の文化祭｣ です。
　昭和 61 年に東京都で開催されてから毎年、各県を巡ってきたこの国民文化祭が
平成 26 年秋、秋田県で開催されます。
　10 月 4 日（土）～ 11 月 3 日（月・祝）の期間中、県内すべての市町村で 70 を
超える文化イベントを開催します。 第２９回 国民文化祭・あきた２０１４

  問 合 せ 　第 29 回国民文化祭仙北市実行委員会　事務局
　　　　　　（教育委員会国民文化祭推進室内） 43-3315

中学生がパンフレット配布
　角館中学校の 2 年生が、昨年の 12 月 18 日～ 20 日、沖縄県へ、修学

旅行に行ってきました。

　修学旅行の目的の一つに、生徒たちのコミュニケーション能力の向上が

あります。期間中、生徒たちは、国民文化祭のパンフレットを配布しながら、

自分たちの住む仙北市を紹介し、来市を呼びかけＰ

Ｒ活動を行いました。宿泊先や班

別研修時に出会った多くの方々に

快くパンフレット受け取っていた

だきました。

小学生が大正琴を演奏
　子どもたちによる大正琴の演奏が、1 月 12 日、仙北市民会

館を会場に、「Soundance winter festival」（伝統文化と現代

文化の融合という新しいテーマでの音楽とダンスの祭典）で披

露されました。

　国民文化祭の期間中、仙北市で開催される「大正琴の祭典」

（10 月 18 日～ 19 日）で全国の皆様をお迎えする

にあたり、琴名流大正琴秋田琴秋会会長川口美津子

さんの指導のもと、神代小学校大正琴クラブと生保

内小学校大正琴を楽しむ会の子どもたちが昨年から

練習をしています。

　当日は、「きらきら星」「上を向いて歩こう」を演

奏しました。初めての発表で緊張していましたが、

大勢の観客の心に響いたようです。今から本番が楽

しみです。

国民文化祭ｉｎ仙北市で、 
たくさんの方々をお待ちしています！！

秋田県マスコットスギッチ

図書館
　情報局

田沢湖図書館　　 43-1307
　休 3 日（月）、10 日（月）、11 日（火・祝）、17 日（月）、24 日（月）

学習資料館　　 43-3333
　休 3 日（月）、10 日（月）、11 日（火・祝）、17 日（月）、24 日（月）、
28 日（金・月末整理休館）

イベント交流館（新潮社記念文学館）　　 43-3333
　休  3 日（月）、10 日（月）、17 日（月）、24 日（月）

２

２

２

新潮社から寄贈された図書を紹介します
「芦原英幸正伝」小島一志、小島大志／「爛」瀬戸内寂聴／「獣医さ

んが出会った　愛を教えてくれる犬と幸せを運んでくる猫」野澤延
行／「黒富士」柄澤齊／「からだのこえをきく」小池博史／「殺し
たい蕎麦屋」椎名誠／「月日の残像」山田太一／「南冥の雫－満州
国演義８－」船戸与一／「プラネットフォール－惑星着陸－」マイ
ケル・ベンソン、檜垣嗣子（訳）／「いいなりの時間」かのこ／「天
皇と葬儀－日本人の死生観」井上亮／「新・幸福論－「近現代」の
次に来るもの－」内山節／「おとこのるつぼ」群ようこ／「雨の底
－慶次郎縁側日記」北原亞以子／「ベッドサイド・マーダーケース」
佐藤友哉／「山本周五郎長篇小説全集　第八巻　正雪記（上）」山本
周五郎／「山本周五郎長篇小説全集　第九巻　正雪記（下）」山本周
五郎／「皇帝フリードリッヒ二世の生涯（上）」塩野七生／「皇帝フリー
ドリッヒ二世の生涯（下）」塩野七生／「終わらない原発事故と「日
本病」」柳田邦男／「殺人犯はそこにいる－隠蔽された北関東連続幼
女誘拐殺人事件」清水潔／「アップルｖｓ．グーグル－どちらが世
界を支配するのか－」フレッド・ボーゲルスタイン、依田卓巳（訳）
／「ライブＣＤ付　誰でも笑える英語落語－Ｒａｋｕｇｏ　ｉｎ　
Ｅｎｇｌｉｓｈ－」立川志の春／「ディア・ライフ」アリス・マンロー、
小竹由美子（訳）／「ポエムに万歳！」小田嶋隆

【新潮新書】
「フランツ・リストはなぜ女たちを失神させたのか」浦久俊彦／「明

治めちゃくちゃ物語　維新の後始末」野口武彦／「現場主義の競争
戦略－次代への日本産業論－」藤本隆宏／「和食の知られざる世界」
辻芳樹／「知の武装－救国のインテリジェンス－」手嶋龍一、佐藤
優
　　　　　　　　　●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。

　　　　　　　　　　このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。

【家族みんなに読んでほしい子育て本のコーナー】
「リラックマのごはん＆スイーツ」「飾り巻きずしの作り方」「アレルギーっ子のあんしん　あん

ぜん！おやつ」「小さな子のマクロビオティックおやつ」「角田こども＆アレルギークリニック

のやさしいレシピ」「かんたん　かわいいお絵かきデコごはん」「また作って！と言われる孫ご

はん」「かめさきこども・アレルギークリニックのおうちごはん」「お母さんのためのワクチン

接種ガイド」「母乳とくすり」「間違いだらけの高齢出産」「おうちでできるモンテッソリーの子

育て」「いでんしくみかえさくもつのないせいかつ」「ふんどし育児」「こどもはなぜ勉強しなく

ちゃいけないの？」「読み継ぐべき絵本の１００」「小学校入学前にことばの力をつける魔法の

本棚」「赤ちゃんがいる家の収納＆インテリア」「タオル地で作る赤ちゃんのおもちゃと小物」

手作りスイーツに挑戦！
　2 月の一大イベントは何といってもバレンタ
インデー！！今年こそ手作りチョコなんてどう
ですか。一生懸命作れば思いは伝わるはずです。
　今月はチョコレート作りの他に色々なスイー
ツ作りの本を集めてみました。スイーツ大好き
というあなたもぜひ参考にしてください。
　また、寒い寒いと言っている皆さんのために、
芯から温まる料理の本も特集しました。こちら
のコーナーもご利用ください。

田沢湖図書館からお知らせ

学習資料館からお知らせ
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　市内 5 か所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援

する基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこ

とでもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9：00 ～ 17：00。手紙・

FAX 等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。

【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんなど、

どなたでも参加できます。
　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。

子育て支援センター情報
２月の２月　子どもカレンダー

２月　おやこ交流広場

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のため、

健康管理センターのホールを開放します。お子さんを

自由に遊ばせる広場としてお使いください。

●開放日／ 3 日（月）、10 日（月）、17 日（月）、24 日（月）

●時間／ 9：30 ～ 11：30

●問合せ／仙北市保健課　 55-1112　

53-2918　FAX 53-2919

12 日（水）／身体を動かして元気に遊ぼう

26 日（水）／おひな様をつくろう

時間／ 10：00 ～ 11：30

いちごルーム（角館保育園内）

47-2525　FAX 47-2323

　4 日（火）／健康チェック（保健師さんが来て

　　　　　　　くれます）・雪で遊ぼう

18 日（火）／人形劇をみよう・保育園の生活を

　　　　　　　してみよう（給食試食）

25 日（火）／ひな人形をつくろう

時間／ 9：30 ～ 11：30

なかよしルーム（にこにこ保育園内）

48-2345　FAX 48-2525

　3 日（月）／鬼だぞ～（豆まき会をします）

★月から金曜日、9 時 30 分から 11 時 30 分ま

で随時、園を開放しています。

お子さんと同年齢のクラスの子どもたちと、一緒

に遊ぶことも可能です。

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

44-2502　FAX 44-2931

「わいわい広場」
　4 日（火）／フリープレイングⅡ

　　　　　　　（エコクラフトでコースターづくり）

18 日（火）／カシャカシャ・サクサク　雪でご

　　　　　　　馳走をつくろ！

　　　　　　　（雪に色をつけてあそびましょう）

25 日（火）／かわいいな！おひなさま

　　　　　　　（おひなさまづくり）

時間／ 9：30 ～ 11：30

わかばルーム（神代保育園内）

43-1025　FAX43-3256

　5 日（水）／雪遊びを楽しもう

※防寒具や着替え等を持参してください。

12 日（水）／おひなさまの製作をしよう

19 日（水）／ 2 月生まれのお誕生会・身体測定

時間／ 9：30 ～ 11：30

だしっこルーム（生保内保育園内）乳幼児健診
日 健診名 対象者 場所

6 日（木） 4 か月児 H25 年 9 月生

健康管理センター
（角館）

13 日（木） 10 か月児 H25 年 3 月生

14 日（金） 2 歳児歯科 H23 年 7 月生

20 日（木） 1 歳 6 か月児 H24 年 7 月生

27 日（木） 3 歳児 H22 年 7 月生

乳児食育教室「もぐもぐランド」
日 時間 相談名 対象者 場所

26 日
（水）

午前 7 か月児 H25 年 7 月生
健康管理センター

（角館）

※同日午後から、乳幼児健康相談を行います。受付時間は　
　13：00 ～ 13：15 です。お気軽においでください。

母子健康手帳交付
日 受付時間 場所

4 日（火）

13：00 ～ 13：30 健康管理センター（角館）
12 日（水）

17 日（月）

25 日（火）

集団予防接種（受付時間 13：00 ～ 13：20）
集団接種日 種類 場所

19 日（水）
四種混合・BCG
三種混合・不活化ポリオ

健康管理センター
（角館）

※平成 25 年度から集団接種は健康管理センター 1 か
　所になりました。集団接種を希望する方は 10 日前
　まで予約が必要です。

●問合せ／仙北市保健課　 55-1112

仙北市子育て支援施設「さくラッコ」

はっぴいルーム（親子ひろば）

２月のイベントのお知らせ

　はっぴいルームは、お友達づくりや情報交換

の場として開放しています。

　子どもが大好きなサポーターが、おもちゃを

準備してお待ちしています！

２月の開放日（毎週火・木曜日 10：00 ～ 16：00）

★火曜日　4 日・18 日・25 日

　　　　　（11 日は祝日のため、お休みとなります）

★木曜日　6 日・13 日・20 日・27 日

【イベントのお知らせ】

★ママ広場
「無添加で作る、子どもに安心安全な調理教

室」第１弾
～  しょっつるで作るクリームシチュー  ～
6日（木）10：30 ～ 11：30
◎『料亭　稲穂』の女将による調理教室。今回

　はしょっつるを使ったシチューの作り方です。

　寒さが厳しいこの季節。冬野菜いっぱいのあっ

　たかシチューで心も体もポッカポカに！
※要事前申込／定員15人（託児は5人で締切となります）

※施設利用料とは別途、材料費 200 円がかかります。

※主食（ご飯・パン等は各自ご準備ください）

★こども広場
「ひな飾り作り＆パネルシアター」
20日（木）10：30 ～ 11：30　
◎もうすぐひなまつり。みんなでひな飾りを作っ

　てみましょう。

　パネルを使った楽しい読み聞かせも準備して

　いますよ～。

★お誕生日会＆ひと足早いひなまつりランチ
「無添加で作る、子どもに安心安全な調理教

室」第２弾
～  混ぜご飯としょっつるを使ったお吸い物  ～
27日（木）10：30 ～ 11：30
◎第 2 弾は、無添加醤油と醸造酢で、香りと味

　を楽しむおひなまつり料理の作り方です。

　一緒に頂きながら、子どもの成長をお祝いし

　ましょう。
※要事前申込／定員15人（託児は5人で締切となります）

※施設利用料とは別途、材料費 200 円がかかります。

※お子様の月齢に合わせ、必要な物は各自ご準備くだ

さい。

★施設利用料（冬期）会員１組 200円、非会員１組 300円

★仙北市子育てサポート券がご利用になれます。

★お車でお越しの際は、総合情報センターをご利用く

　ださい。ご不便をおかけし、申し訳ございません。

★詳しいお問い合わせ、お申し込みは、

　 080-3199-3241（茂木）までお願いします。

★ Facebook　www.facebook.com/happy.mamu

　イベントへの参加申込みはこちらからも可能です。

子育て

子育て
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該当する方は、申請をお忘れなく！

子育てするお母さんたちが、今、求めているもの、必要

なもの…それは、人と人との繋がりだと思います。その

繋がりを作ってくれたのが「さくラッコ」です。子育て

を通して人が集い、人と人とが繋がっていく場が、この

町にできた事を嬉しく思います。

私も子育て真っ盛りの時期

にこのような「現代版お助

け寺」があったらどんなに

か助かったことでしょう。

～  市民の皆様へ ～

　私たち子育てサポート「はっぴい・マム」は、民間の子

育て支援グループです。

　平成 15 年から市内で、子育ては苦しいことばかりでは

ないと思える環境作りを目的として活動しています。

平成 24 年 10 月、関係各位の

お力により託児、親子ひろばの

拠点となる、仙北市子育て支援

施設「さくラッコ」（角館町岩

瀬町）を開設しました。

　お陰様で 1 年あまり、地域の

方々や利用してくださる

子育て中のお母さん、お

父さんたちのご理解とご

協力により充実した活動

ができていることに感謝

しています。

　仙北市に子育てしやすい環境と支援が整っていることが、

市の元気な未来につながると確信し、これからも子育て支

援の一助となる活動を続けてまいりたいと思います。

活動内容

①託児サービス

　 ▼日時／月～金曜日　9：00～ 17：00

　※ 3日前まで要予約

　 ▼利用料金／1時間 500円　

　※「さくラッコ」以外での託児、日時は応相

　　談。料金が変更の場合あり。

②はっぴいルーム（親子ひろば）

　 ▼日時／毎週火・木曜日　10：00～ 16：00

　 ▼利用料金／

　◎夏（4月～10月）1回200円（登録会員100円）

　◎冬（11 月～ 3月）1回 300 円（暖房費含）

　　（登録会員 200 円）

③親子イベント　

　 ▼こどもひろば　毎週第 3木曜日

　 ▼ママのひろば　毎週第４火曜日

　 ▼お誕生会　　　毎月最終開催日

　※毎月のイベント予定は市の広報に掲載し

　　ていますのでご覧ください。

④子育てに関する相談

⑤会員相互の交流や研修会の開催

「はっぴい・マム」会員の声

「さくラッコ」が、子どもはもちろん、お母

さんたちの心の拠り所となってもらいたいと

願っています。また活動が、時には自分の子

育てへの励みともなり、勉強となる毎日です。

近くに頼る実家も無く、初めてお願いしたのが

はっぴい・マムでした。私自身の経験から、ママ

さんたちのお手伝いができたらいいなと思い活動

しています。これからも、お友達づくりの橋渡し

等楽しむ子育てをサポートしていきたいです。

利用者の声

家庭内で子どもと自分だけでいるとどう

しても煮詰まって苦しい事があります。

そんな時にさくラッコに集

まって、一緒に話をしたり、

子どもと遊んでもらった

り、それだけで気持ちって

こんなに救いとってもらえ

るのだと感動します。 C さん

地域の方々の声

Ａさん Ｂさん

1 対 1 でしっかり見守って頂けるので怪

我もなく笑顔で楽しく通わせることがで

きています。子育てや家庭

での悩み等何でも親身に相

談に乗っていただけるので

母親の私自身も元気になれ

る場所です。
D さん

清潔でアットホームな施設で、スタッフ

の方々が優しく迎えてくれました。人見

知りの私でも居心地の良い

空間です。お母さんや子ど

もも楽しめるイベントも多

く開催してくれているの

で、次は何かと楽しみです。
E さん

F さん G さん

こんにちは子育てサポート「はっぴい・マム」です
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かくのだてフィルムコミッション（仙北市観光課内）　 43-3352　http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーション
　　　　だより

Kakunodate Film Commission
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子

入
選　

冬
霧
に
吸
い
込
ま
れ
行
く
ト
レ
ー
ラ
ー　
　
　

村
上  

新
子

入
選　

災
害
を
消
す
が
に
見
せ
て
雪
積
も
る　
　
　
　

芳
賀  

武
志

佳
作　

又
一
戸
空
き
屋
な
る
ら
し
虎
落
笛　
　
　
　
　

布
谷  

ス
エ
ノ

佳
作　

お
ち
ょ
ぼ
口
下
戸
も
上
戸
も
屠
蘇
祝
う　
　
　

橋
本  

勲

佳
作　

も
こ
も
こ
と
雪
道
に
語
る
帰
り
道　
　
　
　
　

鈴
木  

傳

【
雑
詠
部
門
高
点
句
賞
】

第
一
席　

葉
牡
丹
に
心
の
渦
を
見
透
か
さ
る　
　
　
　

橋
本  

敦
子

第
二
席　

又
一
戸
空
き
屋
な
る
ら
し
虎
落
笛　
　
　
　

布
谷  

ス
エ
ノ

第
三
席　

老
う
ほ
ど
に
素
直
な
背
中
初
祈
祷　
　
　
　

布
谷  

ス
エ
ノ

第
四
席　

災
害
を
消
す
が
に
見
せ
て
雪
積
も
る　
　
　

芳
賀  

武
志

第
五
席　

煤
払
い
夫
の
遺
影
を
抱
き
寄
せ
る　
　
　
　

村
上  

新
子

第
六
席　

歳
晩
の
手
術
後
の
身
を
か
ば
い
け
り　
　
　

橋
本  

敦
子

【
席
題
詠
部
高
点
句
賞
】
※
席
題
「
命
」

第
一
席　

雪
山
へ
命
知
ら
ず
の
山
男　
　
　
　
　
　
　

橋
本  

勲

第
二
席　

初
句
会
命
と
季
語
に
悩
み
つ
つ　
　
　
　
　

竹
村  

ア
ケ
ノ

第
三
席　

無
口
な
る
冬
の
川
に
も
命
あ
り　
　
　
　
　

橋
本  

勲

第
四
席　

恙
な
く
命
つ
な
い
で
根
深
汁　
　
　
　
　
　

大
牧  

山
郭

第
五
席　

熱
燗
に
本
音
つ
ら
つ
ら
命
乞
い　
　
　
　
　

橋
本  

敦
子

第
六
席　

彼
の
人
に
命
中
し
た
り
雪
つ
ぶ
て　
　
　
　

大
牧  

山
郭

ご支援
ありがとうございました

　8 月 9 日発生の豪雨災害に対
し、多くのご支援をいただいた
皆様をご紹介します。

《１月 20 日現在確認分》
◆先達野地区会　◆武藤テツヱ

（大仙市）　◆炭田精一（北海道）
◆妙嚴寺（埼玉県）　◆豊嶋鈴寿
華（埼玉県）　◆前田光智 ( 愛知
県）　◆大山キヨ子（仙北市）　
◆東京田沢湖会　  ◆村上昌征（千
葉県）　◆大籠由佳子（神奈川県）
◆安田勝（山梨県）　◆（有）サ
ニックス　◆佐藤一也（仙北市）

（敬称略・順不同）
※広報 1 月 1 日号までに掲載分以降に確認
できた皆様

善意ありがとうございます
（12 月受付分、敬称略）

仙北市内小学校へ
図書等の寄贈
◆一般財団法人秋田県教育関係
職員互助会　理事長　米田進

社会福祉協議会へ寄付
◆洞心会　◆（有）アイルサー
ビス　代表取締役　田山満　◆
角館町芸能ボランティア連絡協
議会　◆石沢キヌ（角館町岩瀬）
◆千葉惣永（生保内字阿気）　◆
横町町内会　代表　難波和夫　
◆仙北市角館交流センター指定
管理者　（株）東北ダイケン秋田
支店　◆よねや商事株式会社　
◆角館温泉　花葉館　◆門脇力
夫（桧木内字小滝）

仙北市安全・安心メールに

ご登録ください！

配信される情報
◆防災情報　◆安心情報

◆子育て情報　◆学校情報　など

空メールで簡単登録！
toroku@anshin.city.semboku.akita.jp

へ空メールを送信。返信されるメールの
内容に従って本登録を行ってください。

【問合せ】総合情報センター　 43-3339

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記

No.64

　

寒
中
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
雪
下
ろ

し
・
雪
よ
せ
で
は
、
本
当
に
ご
難
儀
を
し
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
除
雪
は
危
険
な
作
業
で

す
。
細
心
の
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
以
前
、（
株
）
バ
ス
ク
リ
ン
社
長
の
古
賀

和
則
さ
ん
に
、
仙
北
市
と
し
て
初
の
観
光
大
使

を
お
願
い
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
続

い
て
昨
年
暮
れ
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

理
事
の
荒
木
田
裕
子
さ
ん
（
仙
北
市
出
身
）
を

観
光
大
使
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
荒
木
田
さ
ん
に

は
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
支
援
や
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
の
市
の
参
画
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

荒
木
田
さ
ん
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
バ
ス
ク
リ
ン

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
て
、
そ
ん
な
ご
縁
で
荒
木
田

さ
ん
と
古
賀
さ
ん
は
お
知
り
合
い
の
仲
だ
と
か

…
。
お
二
人
の
連
係
プ
レ
ー
も
期
待
で
き
そ
う

で
す
。

　

観
光
大
使
制
度
の
ス
タ
ー
ト
で
、
こ
れ
ま
で

に
は
な
か
っ
た
“
何
か

”
が
生
ま
れ
る
こ
と
は

確
実
で
す
。
事
実
、
既
に
有
益
な
動
き
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

中
国
に
は
薬
食
同
源
と
言
う
言
葉
が
あ
る
そ

う
で
す
が
、
私
は
以
前
か
ら
農
業
と
製
薬
業
に

は
多
く
の
共
通
項
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
農
業
が

『　
人
生
を
拓
く
出
会
い　
』

盛
ん
な
土
地
柄
を
活
か
せ
ば
、
仙
北
市
は
製
薬

業
に
も
参
入
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
所

得
の
確
保
や
雇
用
の
拡
大
に
も
繋
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
生
薬
原
料
の
栽
培
に
つ
い
て
、
古
賀
さ

ん
か
ら
バ
ス
ク
リ
ン
の
ル
ー
ツ
と
も
言
え
る
製

薬
会
社
の
幹
部
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
製
薬
会
社
は
、
医
療
用
漢
方
薬
で
国
内
市
場

の
８
割
を
占
め
る
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
す
。
さ
っ

そ
く
製
薬
会
社
を
訪
ね
、「
仙
北
市
で
生
薬
原
料

の
栽
培
を
行
い
た
い
の
で
、
何
と
か
ご
指
導
く

だ
さ
い
」
と
、
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。
こ
の
要

望
に
製
薬
会
社
は
き
ち
ん
と
応
え
て
く
れ
ま
し

た
。
以
降
は
会
社
側
か
ら
、
栽
培
責
任
者
が
何

度
も
仙
北
市
を
訪
ね
て
く
れ
て
い
ま
す
。
品
種

の
選
定
や
栽
培
条
件
の
確
認
、
生
産
予
定
者
と

の
意
見
交
換
な
ど
、
本
当
に
熱
心
な
対
応
で
す
。

お
か
げ
様
で
、
核
と
な
る
基
本
的
な
生
産
組
織

の
立
ち
上
げ
や
、
栽
培
試
験
の
準
備
を
進
め
る

段
階
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
も
人
生
も
、
動
き
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が

あ
る
よ
う
で
す
。
内
的
な
決
心
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
決
心
を
外
部
か
ら
支
え
る
人
と
の
出
会
い

は
重
要
で
す
。

　

も
う
す
ぐ
就
職
や
進
学
、
入
学
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
人
生
を
拓
く
出
会
い

に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
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お
知
ら
せ

相
談
相
談
相
談

募
集

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

募
集

相談

募集

仙北地域振興局
「元気なふるさと秋田づくり」顕彰事業
　仙北地域振興局では、地域固有の様々な課題の解決に向けて、自立的・主

体的な活動に取り組み、他の模範となっている団体・個人を表彰することとし、

対象者を募集しています。応募いただいた中から選考のうえ受賞者を決定し

ます。

●募集期間／ 2 月 14 日（金）まで　●表彰対象／大仙市、仙北市および美

郷町にある団体・個人で次の要件を満たすもの

①地域において地域のための活動に継続的に取り組んでいること　②その活

動が、今後も地域で広がることが見込まれるとともに、他の模範となってい

ること　●応募方法／表彰を受けようとする団体・個人（他薦も可）は、推

薦調書を仙北地域振興局に提出してください。　●問合せ／秋田県仙北地域

振興局　地域企画課企画振興班　 0187-63-5114

仙北市社会福祉協議会
２月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配事相談を行っています。地域や

日常生活で抱える心配ごとに相談員が

適切な助言を行い、相談内容によって

は関係機関へ連絡をとるなど、心配ご

との解決の手助けをさせていただきま

す。お気軽にご利用ください。

●日時・場所／ ▼ 12 日（水）13：00

～ 16：00・神代出張所　 ▼ 13 日（木）

13：00 ～ 16：00・社会福祉協議会

角館支所　 ▼ 17 日（月）10：00 ～

12：00・西木公民館　 ▼ 19 日（水）

13：00 ～ 16：00・田沢湖総合開発

センター　 ▼ 27 日（木）13：00 ～

16：00・社会福祉協議会角館支所　

【心配ごと専門員相談所】
2 月 14 日（金）10：00 ～ 14：00

●場所／角館交流センター

●問合せ／仙北市社会福祉協議会　

52-1624

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を

受け、国の仕事などについての苦情や意

見・要望を受付け、皆さんと関係行政機

関との間に立って、その解決を図る「行

政と住民のパイプ役」です。仙北市の行

政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で

相談を受付けていますので、お気軽にご

相談ください。

【行政相談委員】
◆難波輝子　 43-0782
　田沢湖生保内字水尻 7
◆大楽進　 53-2690
　角館町七日町 34
◆小西範子　 49-2154
　西木町上桧木内字中泊 97

【２月相談所開設日時・場所】

▼ 12 日（ 水 ）13：00 ～ 16：00・

神代出張所　 ▼ 19 日（水）13：00

～ 16：00・田沢湖総合開発センター

● 問 合 せ ／ 仙 北 市 総 務 課　 43-

１１１１

イベント

第３回仙北市総合美術展
　第 3 回仙北市総合美術展が開催され

ます。たくさんのご来場をお待ちしてい

ます。

●日時／ 2 月 5 日（水）～ 16 日（日）

●会場／角館町平福記念美術館　●開

館時間／ 9：00 ～ 16：30（入場は

16：00 まで）　●入場料／仙北市民無

料　●問合せ／仙北市総合美術展実行委

員会（仙北市教育委員会生涯学習課内）

43-3383

仙北市男女共同参画推進事業
東日本大震災パネル展
※パネル提供：（株）河北新報社

●日時／ 2 月 1 日（土）～ 11 日（火・祝）

9：00 ～ 16：30　●会場／角館樺細

工伝承館第 3 研修室　●入場／無料　

●問合せ／仙北市企画政策課　 43-

1112

「やさしいまちづくり」講演会
　おじいちゃん・おばあちゃん、おから

だの不自由な方、外国人の方も安心して

住めるまちづくりは、誰でも安心して観

光できるまちづくり（ユニバーサルツー

リズム）につながります。身近な「おも

てなし」、心のバリアフリーについての

話もありますので、皆さんのご家庭でも

きっと参考になると思います。参加料は

無料ですので、皆さんお誘い合わせのう

えお越しください。

※ 1 回目と 2 回目の講演内容は同じで

す。

●日時／① 2 月 15 日（土）14：00

～ 16：00　② 2 月 19 日（水）16：

00 ～ 18：00　●講演者／一般社団法

人　ネイバーズサポート推進協会　専

務理事　鴨志田 明 さん（ANA グルー

プ、ソラシドエア、AIR DO　等で研修・

講演の実績あり）　●場所／①角館交流

センター　第 1 研修室　②角館交流セ

ンター　多目的ホール　●申込締切／

① 2 月 12 日（水）　② 2 月 14 日（金）

●申込・問合せ／仙北市観光課（中町

庁舎）　 43-3352　FAX 54-4102

第１９回おやま囃子芸能発表会 
　今回は 17 団体がおやま囃子や手踊り

など、日頃の練習成果を披露します。

多数のご来場お待ちしています。

●日時／ 2 月 11 日（火・祝）9：00

開場　9：10 開会 　●会場／角館交流

センター　●入場／無料　●プログラム

は、下記取扱店で 2 月 1 日から販売（1

部 100 円）します。当日も会場で販売

します。 ▼かのう屋（岩瀬町 13）　 ▼金

谷呉服店　（岩瀬 186）　●問合せ／仙

北市教育委員会文化財課「角館のお祭

り保存会事務局」　 43-3384

セミナー・教室等

仙北市総合情報センター主催
第５回パソコン講座

【①パソコン基本】
マウス・キーボード操作、文字入力、イ

ンターネット、電子メールなど　

●日時／ 2 月 4 日（火）・5 日（水）・

18 日（ 火 ）・19 日（ 水 ）13：00 ～

16：00　●対象／初心者

【②ワード基本】
文章の作成、グラフ作成など

●日時／ 2 月 25 日（火）・26 日（水）

13：00 ～ 16：00　●対象／パソコ

ン基本操作をおおよそ習得している方

●使用するパソコン／ Windows7　●

場所／総合情報センタ―　研修室（角

館町上丁 23）　●定員／各 20 人　●

申込・問合せ／仙北市総合情報センター

（土・日曜日、祝日を除く）　 43-

3339　※テキストについては、学研の

「わかるパソコン入門　Windows7」

1,200 円 を 書 店（ ブ ック イン

105 など）で購入し持参

してください。

「土鈴」作り体験教室
　郷土玩具・縁起物・社寺の授与品など

古くから親しまれてきた土鈴。その郷土

色豊かな愛らしい姿と土器特有のコロコ

ロと鳴る音に癒しを感じる人も多いよう

です。

　そんな土鈴には、動植物や人形など

様々な型がありますが、今回は「椿」の

型を題材として、好きな色合いに着色し

たオリジナルの土鈴を作っていただたい

と思います。ぜひ、ご参加ください。

●日時／ 2 月 17 日（月）10：00 ～

●会場／田沢湖総合開発センター　●定

員／先着 10 人　●受講料／ 800 円　

●持物／前掛け、雑巾　●講師／工房「北

の仲間たち」杉山 ハヤト 氏　●受付／

2 月 3 日（月）～ 13 日（木）（平日の

み受付）　●申込・問合せ／市内公民館

▼ 田沢湖公民館　 43-1061　 ▼ 角

館公民館　 54-1110　 ▼ 西木公民

館　 47-3100　　

仙北市社会福祉協議会
子育て支援事業　
第２回「ぽかぽかサロン」
　仙北市社会福祉協議会西木支所では、

就学前のお子さんとご家族の方を中心

に、おいしくて栄養満点の幼児食作りを

企画しました。ぜひご参加ください。

●日程／ 2 月 26 日（水）10：00 ～

13：00　●場所／西木町上桧木内字大

地田　「紙風船館」　※内陸線をご利用の

場合は、上桧木内駅までお迎えに行きま

す。　●内容／お子さんの成長のための

栄養を考えた幼児食づくりを地域のボラ

ンティアの方々から学びましょう。　●

持物／エプロン　●募集／お子様とご家

族 10 組　●参加費／無料　●申込締切

／ 2 月 21 日（金）　●申込・問合せ／

仙北市社会福祉

協議会西木支所

48-2940　

FAX 58-2600

元気してらがフェスティバル
●日時／ 2 月 23 日（日）12：00 開

場／ 13：00 開演　●会場／わらび劇

場　●入場／無料　● 11 時からロビー

で地産地消のお店が開店　●仙北市、

大仙市、美郷町などから、地域で活躍

するグループが大集合！和太鼓、手踊

り、ダンスなど様々なジャンルのステー

ジをお楽しみください。　●問合せ／

NPO 法人アート夢ネットあきた　

44-3970　FAX 44-3318

角館の火振りかまくら写真展
　火振りかまくら保存会では、２月１

日から１２日までの期間、ワンダーモー

ルを会場に、写真展を開催しますので、

ぜひご観覧ください。

●会期／ 2 月 1 日（土）～ 12 日（水）

●会場／ワンダーモール　●問合せ／

事務局　荒木  博　 53-2368

NPO たざわ村からのお知らせ
田沢小学校・田沢中学校

「閉校 10 年目の大同窓会」を開
催します
　田沢小学校・中学校が閉校して 10 年

目となりました。節目となる今年度、み

んなで校歌を歌い CD を作成することと

なりました。

　懐かしの校歌をみんなで歌い、大同窓

会で盛り上がりましょう。

●日時／ 3 月 16 日（日）12：00 ～

●会場／田沢交流センター（旧田沢小学

校）　●懇親会費／ 3,000 円（校歌 CD

代含む）※当日徴収します。　●準備の

都合上、3 月 7 日（金）まで参加申し込

みをお願いします。　●申込・問合せ／

田沢交流センター　 43-1351
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お知らせ
油の流出事故にご注意！
　毎年、ホームタンクから灯油などの漏

れ出す事故が多発しています。

　油の流出事故が発生すれば、油の処理

と回収に多大な費用がかかる場合があり

ます。その費用は、原因者が責任をもっ

て負担しなければなりません。

　特に冬期間は、除雪や屋根からの落雪

等による一般家庭のホームタンクや事業

所のタンクからの、灯油などの流出事故

が懸念されています。その多くは、人的

ミスによるものです。ぜひ、流出事故防

止のために、以下のことについてご注意

ください。

◎配管の場所には目印を！
　屋根の雪下ろしや除雪をする際は、灯
油類の配管を破損させないよう、配管場
所を十分確認してから行いましょう。落
雪、氷柱（つらら）や融雪におる屋外
タンク・配管が破損しないよう注意しま
しょう。
ホームタンクや配管に腐食がないか、タ
ンクの残油が急に減少していないかな
ど、日頃の点検に努めましょう。
● 連 絡 先 ／

▲

角 館 消 防 署　 54-

2302　

▲

仙北市環境防災課　 43-

3308

大曲仙北歯科医師会
休日歯科診療当番医

▲

2月2日／カワラダ歯科医院（角館町） 

　 55-1188

▲

2月9日／畠山歯科医院（大仙市南外）

　 0187-74-3115

▲

2 月 16 日／みちのく政宗デンタル

　クリニック（大仙市福田町）

　 0187-63-7803

▲

2 月 23 日／田口歯科医院（大仙市

　大曲田町） 0187-63-7117

自動車の登録手続き
年度末を待たずにお早めに !!
　年度末、運輸支局の自動車検査・登録

窓口は、例年大変混み合います。特に 3

月中旬以降は、自動車税課税基準日（4

月 1 日）前に名義変更や抹消登録手続き

を行う方々による駆け込み申請および車

検車両の増加により大変混雑し、申請者

の皆様には長時間お待ちいただく状況に

なっています。

　自動車の諸手続きをご予定の方は、年

度末前の比較的混雑の少ない 3 月上旬

頃までに手続きされますようお願いしま

す。

●登録手続きに関しての問い合わせは、

ヘルプデスク（登録手続き案内）をご利

用願います。

東北運輸局秋田運輸支局　 050-

5540-2012

年金を増やしませんか！
　国民年金基金は、老齢基礎年金の上積

み年金として給付を行う、公的な年金制

度です。

　年金額をご自分で設計して増減するこ

とも可能で、掛金は全額「社会保険料控

除」の対象となり、受け取る年金にも「公

的年金等控除」があるなど、税制面でも

優遇されています。

　また、基本型は 65 歳支給開始ですが、

二口目以降に 60 歳から支給のタイプも

あります。

　次の条件を満たした方が加入できま

す。

①国民年金の第 1 号被保険者で、保険料
　を納めている方
② 60 歳以上 65 歳未満で国民年金に任
　意加入している方
③秋田県内に住所のある方
●問合せ／秋田県国民年金基金　

0120-65-4192

アルパこまくさのお風呂臨時休
業のお知らせ
　工事のため、下記日程でお風呂を臨時

休業します。

●期間／ 2 月 3 日（月）～ 7 日（金）

●期間中は、売店のみの営業となります。

お客様には、大変ご迷惑をお掛けします

が、ご理解とご協力いただけますようお

願い申し上げます。　●問合せ／

▲

アル

パこまくさ　 46-2101　

▲

アロマ

田沢湖　 43-2424

秋田県立大学　
科目等履修生・聴講生　募集中
　平成 26 年度前期（平成 26 年 4 月

1 日～ 9 月 30 日）の科目等履修生（受

講科目の単位取得可能）および聴講生（授

業の聴講は可能。ただし単位修得は不可）

を募集します。

●募集期間／ 2 月 14 日（金）　●費用

／①入学検定料 9,800 円　②入学料

28,200 円　③ 1 単位当たり授業料：

科目等履修生 14,800 円、聴講生 7,400

円　※以前に科目等履修生・聴講生だっ

た方は、①と②が免除される場合があ

ります。　●申込・問合せ／ ▼秋田キャ

ンパス　 018-872-1500　 ▼本荘

キャンパス　 0184-27-2000

自宅がキャンパス「放送大学」
学生募集（４月入学）
　放送大学は、テレビ、ラジオ、インター

ネットで授業を行う通信制の大学です。

1 科目からでも学べ、入学試験はありま

せん。教養学部生と大学院生を募集して

います。

●募集期間／ 2 月 28 日（金）まで　

●資料請求・問合せ／放送大学秋田学習

センター　 018-831-1997

角館町出身プロバスケットボール選手
田口成浩後援会
入会者募集中！

　現在、秋田ノーザンハピネッツで活躍

中のプロバスケットボール選手「田口成

浩」の後援会では、会員を募集していま

す。

　入会を希望する方は、下記事務局に電

話でご連絡ください。詳細については、

その際にご案内します。

● 年 会 費 ／ ▼ 個 人 会 員 3,000 円　

▼ 法人会員 10,000 円　 ▼ 団体会員

10,000 円　 ▼ 特別会員 30,000 円　

●問合せ／事務局　高野洋一（（有）大

切内）　 53-2222　FAX 55-2222

大曲税務署からのお知らせ
平成２５年分の確定申告と納税はお早めに！
確定申告期限・納付期限
◆所得税・贈与税…3 月 17 日（月）

◆消費税・地方消費税…3 月 31 日（月）

※所得税、消費税・地方消費税の納付については、便利で安全な振替納税（口

　座振替）をぜひご利用ください。

※確定申告期限に近づくほど、会場は込み合います。

振替納税利用の場合の振替日
◆所得税…4 月 22 日（火）

◆消費税・地方消費税…4 月 24 日（木）

※確実に振替納税できるように、預貯金残高をご確認ください。

インターネットで所得税の確定申告書を簡単に作成・送信できます
　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コー

ナー」では、画面の案内に沿って金額を入力すれば、税額などが自動計算さ

れ、申告書や決算書などを作成できます。作成したデータは、印刷して「書面」

で提出できるほか、e-Tax を利用して電子送信をすることもできます。詳し

くは、国税庁ホームページトップ画面の「確定申告特集」をご覧ください。

【e-Tax を利用するメリット】
◆自宅からネットで申告　◆添付書類の提出省略
◆還付がスピーディー　◆ 24 時間受付
　なお、個人から財産をもらったときは贈与税、土地・家屋・株式などの資

産を譲渡し利益が発生したときには、所得税の申告が必要になりますので、

ぜひご利用ください。

東日本大震災等により被害を受けられた方へ
　次に該当する方などの住宅や家財などに損害を受けられた方は、所得税の

軽減等を受けられる場合がありますので、お早目のご相談と手続きをお願い

します。

◆雑損控除の申告手続きがお済みでない方

◆雑損控除の申告がお済みの方で、平成 24 年の所得金額から引ききれな

　い損失（繰越損失）があった方

確定申告に関するご相談は「電話相談センター」でお答えします
　税務署の電話番号（ 0187-62-2191）をダイヤルすると音声案内が流れ

ますので、案内に従って番号を選択してください。

「国の教育ローン」のご案内
　「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、専修学校、各種学校や外国の高校、

大学等に入学・在学するお子さまをお持ちのご家庭を対象とした公的な融資

制度です。

●ご利用いただける方／ご融資の対象となる学校に入学または在学される方

の保護者で、世帯の年間収入（所得）が次表の金額以内の方

お子様の人数 下記要件に一つでも該当する方 下記要件に該当しない方

1 人
990 万円

790 万円

2 人 890 万円

3 人 990 万円

4 人以上 コールセンターにお問い合わせください。

【要件】　①借入申込人またはその配偶者が単身赴任　　②返済負担率（借入申込人の

（借入金年間返済額÷年間収入（所得））が 30％超　　③勤続（営業）年数が 3 年未満
④居住年数が 1 年未満　　⑤ご親族などに要介護（要支援）認定を受けている方がいて、
その介護に関する費用を負担　　⑥ご親族などに高額療養費制度、特定疾患治療研究事
業または小児慢性特定疾患治療研究事業による医療費の公的助成制度を利用している方
がいて、その療養に関する費用を負担
●融資額／お子さま 1 人あたり 300 万円以内　●利率／年 2.35％（母子家

庭は年 1.95％）（平成 26 年 1 月 1 日現在）　●返済期間／ 15 年以内（交

通遺児家庭または母子家庭は18年以内）　●返済方法／元利均等毎月払（ボー

ナス月増額返済も可能）　●保証／（公財）教育資金融資保証基金　●問合せ

／教育ローンコールセンター（0570-008656）または 03-5321-8656

必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も
　すべての産業および労働者に適用される「秋田県最低賃金」は、平成 25

年 10 月 26 日から「時間額６６５円」に改正されています。また、特定の産

業に適用される 4 つの「特定最低賃金」も改正されています。詳しくは、秋

田県労働局賃金室（ 018-883-4266）または最寄りの労働基準監督署

までお問い合わせください。
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2/ １ 土

●東日本大震災パネル展　2 月 11 日まで（角館樺細工伝承館第 3 研修室 9：00 ～ 16：

30） P18

●角館の火振りかまくら写真展　2 月 12 日まで（ワンダーモール） P18

●おはなし会「うさぎのみみ」（総合情報センター・学習資料館　おはなしコーナー 10：

00 ～ 11：00） 1/16・P14

２ 日

３ 月

４ 火

●こころの相談（角館交流センター 13：30 ～ 17：00） P8

●第 5 回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） P18

●大人の書き方教室（西木公民館 9：30 ～ 11：30 ） 1/16・P14

●平成 25 年度仙北市エリア作物栽培講習会（JA 秋田おばこ角館支店 2 階　大会議室 9：

00 ～ 16：00 ） 1/16・P15

● 3B 体操（田沢湖総合センター 13：30 ～ 15：00） 12/16・P20

５ 水

●えがおサロン「語って、笑って、ホッと一息」（田沢湖健康増進センター 13：00 ～

16：00） P8

●第 3 回仙北市総合美術展　2 月 16 日まで（角館町平福記念美術館 9：00 ～ 16：30）

P18

●第 5 回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） P18

●平成 25 年度仙北市エリア作物栽培講習会（JA 秋田おばこ角館支店 2 階　大会議室 9：

00 ～ 15：30 ） 1/16・P15

●ゆう子先生のニードルパンチ教室（田沢湖図書館） 6/1・P17

６ 木

７ 金
●大人の書き方教室（西木公民館 9：30 ～ 11：30 ） 1/16・P14

●んみゃもの伝承教室（神代就業改善センター「生活実習室」10：00 ～ 13：00 ）

1/16・P14

８ 土 ●白岩城址燈火祭（白岩平城 17：00 ～） P3

９ 日

●どんど焼き（かたくり館前特設広場 15：00 ～） P3

●第 9 回仙北市民スキー大会（たざわ湖スキー場、スポーツセンタークロスカントリーコー

ス） 1/1・P19

１０ 月

●上桧木内の紙風船上げ（紙風船広場 15：00 開場） P3

●笑いでいきがいづくり教室（田沢湖健康増進センター 9：40 ～ 10：00（受付）11：

30（終了）） 10/16・P12

１１ 火
●第 19 回おやま囃子芸能発表会（角館交流センター 9：00 開場、9：10 開演） P18

●丹野綾子氏講演会（角館樺細工伝承館 13：30 開場、14：00 開会） 1/16・P14

１２ 水
●社会福祉協議会 心配ごと相談日（神代出張所 13：00 ～ 16：00） P19

●行政相談所開設日（神代出張所 13：00 ～ 16：00） P19

１３ 木

●火振りかまくら（桜並木駐車場 17：00 ～） P3

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～ 16：00） P19

●仙北市議会議員一般選挙立候補予定者説明会（仙北市役所田沢湖庁舎 3 階　第 1 会議

室 10：00 ～） 1/16・P7

１４ 金

●火振りかまくら（角館町各丁内 17：00 ～） P3

●中里のカンデッコあげ（中里賽之神堂前 18：30 ～） P3

●なろか（仙北市役所田沢湖庁舎前 18：30 ～） P3

●社会福祉協議会 心配ごと専門員相談所（角館交流センター 10：00 ～ 14：00） P19

●認知症サポーター講座（田沢湖総合開発センター大集会室 13：30 ～ 15：10）

1/16・P7

●大人の書き方教室（西木公民館 9：30 ～ 11：30 ） 1/16・P14

１５ 土
●「やさしいまちづくり」講演会（角館交流センター　第 1 研修室 14：00 ～ 16：00）

P18

１６ 日 ●松葉・相内の裸参り（西木町桧木内字松葉 11：00 ～） P3

１７ 月

●「土鈴」作り体験教室（田沢湖総合開発センター10：00 ～） P19

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（西木公民館 10：00 ～ 12：00） P19

●編み物教室（山鳩館「和室」9：00 ～ 16：00 ）2 月 21 日まで 1/16・P15

１８ 火

●第 5 回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） P18

●大人の書き方教室（西木公民館 9：30 ～ 11：30 ） 1/16・P14

●んみゃもの伝承教室（神代就業改善センター「生活実習室」10：00 ～ 13：00 ）

1/16・P14

１９ 水

●えくぼの会（角館交流センター 10：00 ～ 14：00） P8

●「やさしいまちづくり」講演会（角館交流センター　多目的ホール 16：00 ～ 18：

00） P18

●第 5 回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） P18

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） P19

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） P19

２０ 木

仙北市カレンダー ２/１土   ～２０木  
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仙北市の冬まつり
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保健・健康の掲示板／介護保険事務
所からのお知らせ

大腸がん撲滅キャンペーン／国民
年金だより

第 29 回国民文化祭・あきた 2014

図書館情報局

子育てインフォメーション

まちづくり日記／かくのだて
フィルムコミッション　ロケー
ションだより

西木公民館　清流の会新春短歌
大会・翌檜俳句会初句会／善意

お知らせナビ

戸籍の窓口／カレンダー・目次

広告

22Semboku  City  Public  Relations

つ ぶ や き

広報担当者の

SR　市のフットサル大会に
初参戦。他のチームのレベ
ルの高い試合に見惚れつつ、
自分たちも必死に走り回り
ました。ときどき響く味方
からのヤジで心を折りなが
らも、まあまあの成績で終
了。家の風呂で心と体を癒
しました。

TR　約 2 か月ぶりにバスケ
の練習に行ってみました。
体力がガタ落ちで、ゲーム
の後半はほとんど走れませ
んでした。運動不足を痛感
したので、健康のためにも
走ろうと思います。（暖かく
なったらね…）

YR　時期もずれましたが部
屋の大掃除に着手。でも荷
物の多さに参ってなかなか
進みません。「とりあえず寄
せておこう」的な荷物が次
から次に。こんなに置いて
いたかな？と、その量に我
ながら改めてあきれていま
す。まだまだ片づきそうに
ありません。

第３セクター情報

　

田沢湖ハーブガーデン「ハートハーブ」

ウインターショップ営業中！　

　レストランに冬季限定あったかメニューが登場！お買物・お食事・

　体験教室。冬ならではのハートハーブをお楽しみください！

　営業日　土・日・祝日および春休み期間のみ営業

　営業時間 10：00 ～ 16：00　※冬期間中ランチバイキングお休みです。

東風の湯（だしのゆ）

「仙北市民憩いの日」今月は 2 月 27 日 ( 木 ) です。

　毎月開催「仙北市民憩いの日」は仙北市民入浴無料。臨時売店

　で焼きたパン等販売。ご家族皆様でぜひお越しください。

　営業時間 7：00 ～ 21：00（受付 20：00 まで）

　※仙北市民と確認できるもの（運転免許証・健康保険証等）を

　必ずお持ちください。利用者証を発行します。ご利用ください。

市民憩いの日限定「東風の湯弁当」1,000 円　予約販売！

　◆ご予約受付 2 月 26 日 ( 水 ) 昼まで

　◆お届け 2 月 27 日 ( 木 ) のお昼頃に東風の湯へお届け。

　◆ご予約・問合せ　東風の湯（43-2133）またはアロマ田沢湖へ

株式会社　アロマ田沢湖　　　　　 43-2424

レストラン北蔵

2 月 3 日 ( 月 ) 節分スペシャルランチ　11：00 ～ 14：00　1,200 円

2 月 14 日 ( 金 ) バレンタインスペシャルランチ　

　　　　　　　　　　　　　　　　  　11：00 ～ 14：00　1,500 円

株式会社　西宮家　　　　 　　　 52-2438

クリオンの「海鮮祭り」(21 日・22 日 ) ２日間開催

　会場　2 階多目的ホール　開演 18：30 ～　両日とも。

2 月 21 日 ( 金 ) 本鮪解体＆湯川こずえ演歌ショー

　本鮪のお刺身やお料理と飲み放題付　大人 6,000 円

　※ 21 日 ( 金 ) は未成年の入場はご遠慮願います。

2 月 22 日 ( 土 ) 海鮮料理＆湯川こずえ演歌ショー

　お楽しみ抽選会もあります。　海鮮料理にワンドリンク付

　大人 4,000 円 子ども（小学生まで）2,000 円※追加ドリンクは会

　場内でお買い求めください。※22日は鮪解体ショーはありません。

「温泉三昧湯治プラン」期間 3 月 31 日 ( 月 ) まで

　2 泊 3 日 (5 食付 ) お一人様 8,800 円

オススメ「日帰りプラン」歓送迎会承り中。料理 3,000 円より承

　ります。ご利用特典①ご利用時入湯料サービス②ご宴会時のカラオ

　ケ歌い放題③無料送迎バスご手配④お料理 4,000 円以上をご利用の

　場合、お一人様につきお銚子 1 本サービス。

西木温泉　クリオン　 　　　　　 47-2010

2 月 3 日 ( 月 ) メンテナンス休館日

2 月 9 日 ( 日 ) 西長野ふる里まつり　お楽しみ企画が盛りだくさん

2 月 16 日 ( 日 ) 花葉館新春特別感謝企画　

　新春の歌と踊りの饗宴　初春の宴　会場　ひでこの間

　開場正午～　開宴 13：00　お一人様 3,000 円（弁当・入浴付）

2 月毎週土曜日 17：30 ～ 18：00 火振りかまくら体験できます。

感謝宿泊利用券プラン　4 月 15 日まで好評受付中！

　・1 泊 2 食付お一人様 6,500 円・1 泊 3 食付お一人様 7,500 円

　鍋は八幡平ポークのおろし鍋・鴨鍋・鱈鍋の 3 種からお選び頂

　けます。3 名様以上でお申し込みください。

株式会社　花葉館　　　 　　　　 55-5888

 　　　　　　　　　　　   
  人口増減内訳

　・出生　15 人
　・死亡　37 人
　・転入　30 人
　・転出　36 人

人口の動き（前月比） 
  人口  29,112 人  （－ 28）

  　男  13,576 人  （－    8)

  　女  15,536 人  （－ 20）

  世帯  10,819 世帯（ー 6）
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